
有給と有休の違い 
早⾒表

※チェックリストに従うことで、法令違反がないことを保証する資料ではありません。
※あくまで参考としてご活⽤いただくことを想定している資料です。実際の制度内容は国の資料等をご確認ください。
※当資料は、2025年5⽉時点の内容となっております。最新の情報はの資料等をご確認ください。
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有給項⽬

基本的な意味 年次有給休暇の略語。

有休

「有給」「有休」は共に年次有給休暇の略語です。しかし、「有給」は「給料があること」も指すため、休暇を明確に⽰すには「有休」がより正確です。
「産休」など他の休暇略称との統⼀感からも「有休」が⾃然とされます。なお、⾳での混同を避ける意味で、年休が最も正確な略称です。

「有給」と「有休」の違い

年次有給休暇の略語。

⾔葉の成り⽴ち 「有給休暇」の最初の⼆⽂字を取ったもの。 「有給休暇」の「有」と「休」を組み合わせたもの。

単独での意味
「給料があること」⾃体も意味する

休暇（年次有給休暇）以外の意味は通常持たない。
例 「有給インターン」

ニュアンス‧正確性
⽂脈によっては「給料が出る」という意味に取られる可能
性あり。

休暇であることが明確で、誤解が⽣じにくい。
より正確な略語と⾔える。

他の休暇との⽐較
「産休」「育休」など「〇休」形式の略語との統⼀感には 「産休」「育休」など他の休暇の略称ルールに沿っており、

⽋ける。 ⾃然な形とされる。

法律上の位置づけ 法的な略称ではない。正式名称は「年次有給休暇」。 法的な略称ではない。正式名称は「年次有給休暇」。
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有給項⽬

ビジネスでの使⽤ 慣習的に広く使われる。社内ルール等による。

有休

慣習的に広く使われる。社内ルール等による。

推奨される場⾯ ⽇常会話（社内慣例による）。 ⽇常会話（社内慣例による）。より正確性を重視する場合。

フォーマルな場⾯
略さず「有給休暇」または「年次有給休暇」と記載‧表現
するのが望ましい。

略さず「有給休暇」または「年次有給休暇」と記載‧表現す
るのが望ましい。

法律上の正式名称は「年次有給休暇」であり、公的⽂書ではこちらを使⽤します 。ビジネスシーンでは慣習によりますが、誤解を避けるためフォーマルな場⾯
では「有給休暇」と記載するのが推奨されます。   

給料があることも指す

どちらも
年次有給休暇の

略語

休暇を明確に⽰す場合

有 給 有 休


